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1 はじめに
仕事における作業効率の向上は重要である．作

業効率を上げる方法の一つは集中することであ
り，作業への集中を促す方法として聴覚刺激 [1]

や視覚刺激 [2] を与える方法が提案されている．
しかし，現実空間の作業においては，環境音や人
の動きなどの影響を受ける場合があるため，作業
効率を向上させる刺激のみを与えることは容易で
はない．Virtual Reality(VR)を用いると視覚・聴
覚を自在に刺激できるため，集中できる空間を容
易に構築でき，現実空間より作業効率を向上させ
られる可能性があるが，その方法論は確立されて
いない．
本研究では VRとの相性がよいと考えられる作

業として，デジタルデータを対象とした個人作業
であり，現実空間では空間的制約があるという 2

つの条件を満たす作業である資料読みを対象とす
る．資料読み VRシステムを構築し，資料に視聴
覚刺激を与え，どの刺激が作業効率の上昇に繋が
るか調査する．

2 関連研究
石川ら [1]はユーザの着座姿勢の変化から集中

度合いを推定し，聴覚刺激を用いて他者の存在感
を提示している．存在感ありの場合は存在感なし
の場合より集中力が高くなると報告している．こ
のことから聴覚刺激の付与と集中力には関連性が
あると考えられる。また桑原ら [2]は視線移動が
少なく，難易度が一定の作業を設計し，刺激量が
一定の強すぎない視覚刺激を提示したときの集中
力の変化を調査している．視覚刺激を周辺視野に
提示することで，無刺激を上回る集中力が観察さ
れている．
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3 作業効率向上のための資料読み VRシ
ステム
本研究では聴覚刺激，視覚刺激を与えて作業
効率を上げる資料読み VRシステムを制作する．
VR空間の頭部視点と同じ高さに各ページの中心
が位置し，かつ視点からの距離が一定になるよう
に資料を展開して表示する．提案システムでは，
ユーザに視覚刺激を付与するとともに，任意の聴
覚刺激も提示可能とする．また視覚刺激，聴覚刺
激は複合して提示可能とする．頭部視点と同じ高
さに各ページの中心が位置し，かつ視点からの距
離が一定になるように展開する

4 作業効率向上のための刺激選定実験
4.1 目的
資料読み VRシステムに視聴覚刺激を与え，ど
のような視聴覚刺激が作業効率を向上させるかを
調査する．
4.2 刺激の種類
ユーザに付与する視覚刺激として，(0)刺激な
し，(1)資料の注視部分以外をぼかすエフェクト
(図 1)，(2)周辺視野の情報を欠落させ，中心に視
線を固定させるための波紋のエフェクト (図 2)の
合計 3通りの視覚刺激を用いる．聴覚刺激は (0)

刺激なし，(1)作業効率が向上することが報告さ
れているモーツァルトピアノ・ソナタ第 6番ニ長
調 K.284 第 1楽章 [3]の合計 2通りの聴覚刺激を
用いる．また本実験では視覚刺激，聴覚刺激の複
合作用による作業効率も調査する．

図 1 資料の注視部分以
外をぼかすエフェクト

図 2 波紋のエフェクト
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図 3 1秒間に読んだ文字数

図 4 問題の正答数

4.3 実験方法
ヘッドマウントディスプレイとして HTC

Vive(解像度:単眼 1080× 1200，視野角 110度)を
用いてシステムを構築した．システム開発には
Unityを用いた．
ヘッドマウントディスプレイを装着したユーザ

に資料読み VRシステムを用いて，ユーザに各刺
激を与え，資料を読ませる．読了した後，資料の
内容に関する問題 2 問を解かせる．資料は実験
のタスクの難易度を一定にするため 2015年から
2020 年の大学入試センター試験の英語長文問題
を和訳したものを用いる．評価基準は，ユーザが
資料を読む速度と資料の内容に関する問題の正答
数，主観集中度とする．また主観集中度は 1.集中
できなかった，2.あまり集中できなかった，3.少
し集中できた，4.集中できた，の 4択とする．実
験協力者は 20～23歳の男性 6名である．
4.4 結果
結果を図 3，図 4，図 5に示す．図 3，図 4，図

5において視覚刺激 1は資料の注視部分以外をぼ
かすエフェクト，視覚刺激 2は波紋のエフェクト
である．全ての結果において視覚刺激 2の評価が
高いことが分かった．しかし文字を読む速度と問
題の解答の他の視聴覚刺激は刺激なしとあまり差
が見られなかった．

図 5 主観集中度

4.5 考察
結果から，聴覚刺激では作業効率の向上は見ら
れなかったが，視覚刺激では波紋のエフェクトが
視聴覚刺激なしより作業効率を向上させる傾向が
見られた．波紋のエフェクトでは資料の注視部分
以外をぼかすエフェクトと異なり，頭部視点位置
に波紋のエフェクトを固定させていたため視野中
央部の情報に集中できたのではないかと考える．

5 おわりに
本稿では視聴覚刺激によって作業効率を向上さ
せる VRシステムの構築を目標として，資料読み
システムを用いて作業効率の向上に有効な刺激を
調査した．実験の結果，聴覚刺激では作業効率の
向上は見られず，視覚刺激では刺激なしより，頭
部視点位置に固定している波紋のエフェクトが評
価が高かった．
今後は，頭部視点位置に視覚刺激を固定するエ
フェクトの評価が高かったため，頭部視点位置に
視覚刺激を固定する条件下で複数のエフェクトを
実験の条件に追加し，再度調査して集中を高めら
れる刺激を探索する．
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